
１．重要な会計方針

　　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　　①満期保有目的の債券　・・・・・　償却原価法

　　　　　②その他有価証券

　　　　　　　時価のあるもの　・・・・・　決算日の市場価額に基づく時価法

　　　　　　　時価のないもの　・・・・・　移動平均法に基づく原価法

　　（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　　　最終仕入原価法に基づく原価法

　　（３）固定資産の減価償却の方法

　　　　　　定額法による。

　　（４）引当金の計上基準

　　　　　　賞与引当金   ・・・・・・・・・・　職員の賞与に備えるため、当期の負担分に対応する額を

　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　 計上している。

　　　　　　役員退職慰労引当金 ・・・  役員の退職金に備えるため、期末要支給額を計上している。

　　（５）リース取引の処理方法

　　　　　　重要性のある所有権移転外ファイナンス・リース取引については通常の売買処理に係る方法に準じた

　　　　　　会計処理を適用するが、当期は該当なし。

　　（６）消費税等の会計処理は、税込方式による。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

    基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次の通りである。 （単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　投資有価証券 2,603,487,000 1,011,819,000 0 3,615,306,000

　　定期預金 250,000 0 0 250,000

2,603,737,000 1,011,819,000 0 3,615,556,000

特定資産

8,356,000 1,278,000 100,000 9,534,000

300,000,000 0 0 300,000,000

　　研究資金積立基金 7,605,088,114 2,823,217,734 0 10,428,305,848

　　法人会計積立基金 6,541,000,000 2,115,000,000 0 8,656,000,000

　　資産取得資金 76,200,000 25,400,000 0 101,600,000

　  海外大学院進学制度積立基金 117,515,415 255,008,240 5,398,445 367,125,210

　　建物 406,808,075 0 19,149,768 387,658,307

　　構築物 18,126,314 0 2,493,724 15,632,590

　　什器備品 362,753 0 220,541 142,212

15,073,456,671 5,219,903,974 27,362,478 20,265,998,167

17,677,193,671 6,231,722,974 27,362,478 23,881,554,167

財務諸表に対する注記

科　　　目

小　　　計

　　役員退職慰労引当資産

小　　　計

合　　　計

　　特定費用準備資金
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（単位：円）

（うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に

産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

基本財産

　　　投資有価証券 3,615,306,000 (3,615,306,000) （0） （0）

　　　定期預金 250,000 (250,000) （0） （0）

3,615,556,000 (3,615,556,000) （0） （0）

特定資産

9,534,000 （0） （0） (9,534,000)

300,000,000 （0） (300,000,000) （0）

　　研究資金積立基金 10,428,305,848 （0） (10,428,305,848) （0）

　　法人会計積立基金 8,656,000,000 （0） (8,656,000,000) （0）

　　資産取得資金 101,600,000 （0） (101,600,000) （0）

　　海外大学院進学制度積立基金 367,125,210 （0） (367,125,210) （0）

　　建物 387,658,307 (44,697,519) (342,960,788) （0）

　　構築物 15,632,590 （0） (15,632,590) （0）

　　什器備品 142,212 （0） (142,212) （0）

20,265,998,167 (44,697,519) (20,211,766,648) (9,534,000)

23,881,554,167 (3,660,253,519) (20,211,766,648) (9,534,000)

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

特定資産 建物 575,670,661 188,012,354 387,658,307

構築物 39,738,586 24,105,996 15,632,590

什器備品 16,340,092 16,197,880 142,212

その他固定資産 建物 759,267,044 130,590,514 628,676,530

構築物 53,486,047 11,867,354 41,618,693

機械装置 2,520,110 997,533 1,522,577

什器備品 325,295,979 115,696,048 209,599,931

無形固定資産 10,133,709 7,277,974 2,855,735

1,782,452,228 494,745,653 1,287,706,575

（単位：円）

金　　額

経常収益への振替額

　　　基本財産運用益 88,739,800

　　　基本財産受取利息 175

　　　特定資産に係る減価償却費 8,284,956

　　　　　　　合　　計 97,024,931

科　　　目

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

合　　　計

５. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次の通りである。

　　特定費用準備資金

　　役員退職慰労引当資産

科　　目

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次の通りである。

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次の通りである。

内　　　容

当期末残高

小　　　計

小　　　計

合　　　計
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